








Ⅰ.はじめに 

平成 2年 10月から三歳児健診に耳鼻咽喉科医が参加して滲出性中耳炎,中等度難聴などの

検出と共に高度難聴の最終チェックを行うことになり,各都道府県および政令市において

実施されてきている。しかし,実施方法は各地域により異なり,今後検討を加えなければな

らない点は多いものと考えられる。福島県の場合はとりあえず平成 3年 1月から厚生省案

の質問紙とほぼ同じものを使用して耳鼻咽喉科医が直接診察する必要のある者を選びだす

方法でスタートしてはいるが,質問紙による滲出性中耳炎の抽出が困難なことが予測され

ることから,一保健所において質問紙を用いて耳に関するアンケートを行い,アンケートを

行った三歳児全例にチンパノメトリー検査を施行し,質問紙使用による耳鼻咽喉科健診の

問題点について検討を行ったので報告する。 


